
 

Figure 1: A SEM micrograph of He irradiated Nb 

surface. The length of white bar was 1 m. 
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太陽光の効率的な利用の一つとして，光触媒反応による水素の製造が挙げられる。酸化チタン

は、水分解に関して最も研究が進められてきた光触媒材料であるが，反応に紫外線波長領域しか

利用できないという欠点があり，より広い波長領域を利用可能な研究が進められている。鉄(Fe) [1]

やニオブ(Nb) [2]の酸化物もまた，高い光触媒活性を有する材料であり，内部に多孔性を有するメ

ソポーラスの酸化ニオブ Nb2O5において，多孔性なしバルク材に比べ 20倍高い光触媒活性を有し

ていることが見出されている[2]。近年，ヘリウム（He）プラズマ照射により，タングステン，チ

タン，およびニッケル等のメソポーラスの繊維状ナノ構造体が表面に形成されること，さらに光

触媒反応によるメチレンブルーの無色化において可視光応答性見出されている[3]。本研究では， 

Feと Nbにヘリウムプラズマ照射し，表面構造の変化を明らかにする。 

プラズマ照射実験は、直線型のプラズマ発生装置 NAGDIS-IIにおいて実施した。Figure 1は、

Heプラズマ照射後の Nbの表面の様子の走査型電子顕微鏡（SEM）写真であり，多くのピンホー

ルが表面に存在し，突出部で表面が粗くなることが分かる。照射において，入射イオンエネルギ

ーは約 80 eV，表面温度は 1150 Kであった。照射時の温度を 900から 1700 Kに変化させ照射を行

うと，表面温度の増加に伴いピンホールの

サイズが大きくなることが分かった。そし

て，微細構造が表面に形成された場合には、

全光学的反射率が著しく減少した。さらに，

Heプラズマの照射をHe鉄に対して行った

ところ，同様の構造が鉄の表面に形成され

た。これまでに，He 照射後のチタンの透

過型電子顕微鏡（TEM）分析により Heバ

ブルによりメソポーラス構造ができてい

ることが分かっており[3]，この構造変化も

He バブルの形成と成長により起こってい

ると考えられる。 
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